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●組織拡大を訴える神野会長

　連合愛知は、「働く仲間全体の利益や福祉を維持・向

上させ、社会的な役割を果たしていくためには、労働組

合（連合）が広く労働者の代表でなければならない」と

いう組織拡大に対する基本的な考えのもと、第５次組織

拡大中期計画を策定している。それを受け、連合愛知は、

５月１２日、アビタンにおいて「２００９年度組織拡大セミナ

ー」を開催した。セミナーには、神野会長をはじめ度会

事務局長、浅井組織拡大委員長、構成組織担当者など、

およそ８０名が参加した。

　神野会長は、「連合愛知における最重要課題『組織拡

大』について」と題した講演で、「健全な労使関係を維

持するためには、労働組合はなくてはならないもので

ある。働き方が多様化し、労働組合に入っていない人た

ちが苦労している今の現実に目を向け、その人たちに

どのように手を差し伸べるかを考えなくてはならない」

「連合は何のために結成されたのかという原点に立ち

返って考えると、やはり、安心して働くことができる社会

にしていく

ためには、働く者が一つになって大きな力を発揮するこ

とが必要であり、その役割を担うのが連合である」と組

織拡大を図ることの重要性や連合が果たすべき役割等

について述べた。続いて、可知組織拡大局長からの第５

次組織拡大中期計画の「推進計画」についての報告の後、

ＵＩゼンセン同盟　森原功裕氏から「組織化は、コミュニ

ケーション」と題した講演をいただいた。森原氏は、組

織化を図ることの必要性、組織化する上でのコミュニ

ケーションの重要性を、自身の経験や事例を織り交ぜ

ながら熱く語った。「『相手のことを知りたい』『自分の

ことを知ってもらいたい』という思いを相手に伝えるこ

とが大切」「わたしたちは、みんなを助けることができ

る『労働組合』を売っている」「なぜ組織化をするのか。

それは、困っている人がいたら、手を差しのべるのは当

たり前のことだから」など、森原氏の軽快な口調に、会

場の参加者は真剣な眼差しで聞き入っていた。

講演で熱く語るＵＩゼンセン同盟　森原功裕氏▲



 

　連合愛知は６月３日・４日の２日間にわたり、全トヨタ労

連研修センター「つどいの丘」において「第１０回地域政

策推進フォーラム」を開催した。連合愛知の政策活動の

強化・充実を図るとともに、地域協議会における地域政

策の推進を目的に実施しているこのフォーラムには、神

野会長をはじめ連合愛知政策推進議員、構成組織政策

担当者、地域協議会などから、９０名が参加した。

　神野会長は冒頭のあいさつで、「愛知県・名古屋市・

労働局への重点政策要望が、勤労者の生活により密着

したものとなるよう、活発な議論をいただきたい」と述

べた。その後、参加者は４分散会に分かれ、「連合愛知

２００９～２０１０重点政策要望」や「地協政策要望の統一

項目」等について意見交換を行った。各会

場では、重点要望書の素案に対して、各市

町や地協の実情を踏まえた補強意見が数

多く出された。

　２日目は、４分散会で出された意見等の

報告がなされたあと、日本福祉大学教授

の千頭聡氏から「日本の環境戦略と地域

の環境戦略」と題した講演をいただいた。

教授は、講演の中で、海外・地域の活動例

を取り上げながら、「持続可能な社会のた

めの教育（ESD）等を通じ、行政・民間・各

団体が協働して低炭素社会の実現を目指

すことが重要である」と述べた。最後に、

連合愛知政策推進議員懇談会代表幹事等

５名から、政策実現に向けた議会活動について報告を受

けた。参加者は２日間にわたるフォーラムを通して、地

域からの政策実現に向けての方向性や課題について共

通認識をもつことができた。

１.無料法律相談日
２００９年６月２４日（水）、７月２８日（火）、８月２６日（水）
※相談時間は、上記相談日１０時～１６時の間のおよそ４０分間となります。

２.経費について
当日の法律相談については無料です。ただし、後日の弁護依頼・相談・裁判費用など事件解決までの経費につ
いては、当事者負担となります。

３.予約について
連合愛知組織拡大局（可知または池田、TEL０５２-６８４-０００５）に希望相談日の２日前までにお申し込みください。

▲地域から政策を実現しようと訴える神野会長

▲熱心に講演を聞く参加者のみなさん



場所／（社）日本産業カウンセラー協会中部支部

電話相談

面接相談

専用電話

※事前の予約が必要です（１回の面接時間は１時間以内）。２回目までの相談は
　無料で、３回目以降は１回当たり１,０００円を相談者に負担して頂きます。

あなたの職場で働くすべての人と家族の�

こころの相談室�
※祝祭日を除く。相談料は無料ですが、電話料は相談者負担となります。

▲グループで話し合う青年委員

　連合愛知青年委員会は、５月２２日～２３日の２日間にわ

たって第２回学習会を開催した。この学習会では、これ

まで青年委員会が行ってきた「ごみゼロ・３R啓発街頭

行動」に代わる環境保全・啓発活動として、８月２日（日）

に東山動植物園内等で予定している「ECOとやろう！キ

ャンペーン　～地球のために、みんなのために～」の成

功に向けて、職場訪問を実施したほか、全体・グループ

討議を行った。

　１日目には、安城市にある（株）フジイ化工の職場訪問

を行った。学習会に参加した青年委員が構成組織等の

協力を得て事前に集めたペットボトルのキャップを、フ

ジイ化工に贈呈後、プラスチック再生加工・着色工程の

見学・体験を行った。見学後、会社代表の方から、会社概

要と環境福祉活動について説明をいただいた。その後

の質疑・意見交換の場では、青年委員から、「ペットボト

ルキャップが本当にワクチンとなり、子どもたちの命を

救うことができているのか確かめたい」「愛知県内にお

ける自治体のエコキャップ運動の活動状況はどうなって

いるのか」など、多くの意見や質問が出され、充実した

職場訪問なった。

　２日目は、まず、職場訪問の感想などを出し合った。青

年委員からは「今回の体験を職場にもち帰って活動を

広めていきたい」「今後、自分の構成組織でボランティ

ア活動を進めていく上でいいヒントになった」などの発

言があった。続いて、「ECOとやろう！キャンペーン」の

成功に向け、全体及びグループで、キャンペーングッズを

用いた啓発活動の内容や方法について討議を実施した。

　今回、集まったペットボトルキャップの総

数は、７,４８０個（ワクチン９人分相当）になり

ました。ご協力いただいた構成組織・単組

のみなさまにお礼申し上げます。

▼職場訪問の様子

▲工場前にて ▲キャップの贈呈
▲キャップを
　粉砕する前の
　作業を体験

▲粉砕された
　キャップ

▲会社概要と環境福祉活動について話をいただく

集まったキャップは
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【確認事項】
１．当面の日程について

２．該当組織管理システムの再構築について

３．パソコン機器のリプレースについて

４．構成組織の組織拡大について

５．２００９年度「組織拡大強化月間」の取り組みについて

６．高齢・退職者組織の実態調査の実施について

７．連合東海ブロック「２００９政治研修会」の開催について

　　日　　時：２００９年７月２３日（木）１１:００～１７:００

　　場　　所：全労済愛知県本部（アビタン）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　２階大ホール

８．青年委員会「ECOとやろう！キャンペーン　　　　

　～地球のために、みんなのために～」の実施について

　　日　　時：２００９年８月２日（日）９:００～１１:００

　　場　　所：東山動植物園及びその周辺

９．インターンシップ研修の受け入れ実施について

　　目　　的：職業体験教育の機会を提供するととも

に、これから社会へ出る学生に労働組

合（連合愛知）とその役割に対する理

解促進を図る。

　　期　　間：２００９年８月２４日（月）～９月４日（金）

１０．連合愛知「男女平等参画推進会議」の開催について

　　日　　時：２００９年７月１３日（月）１３:３０～１７:００

　　場　　所：ワークライフプラザれあろ　６階大会議室

１１．「連合エコライフ２１」地球温暖化対策行動月間（６

　～９月）の取り組みについて

　　実施期間：２００９年６月１日（月）～９月３０日（水）

　　具体的な取り組み：◆職場・組合・地域・家庭での

　　　　　　　　　　　  省ＣＯ２運動等の推進

　　　　　　　　　　 ◆「夏至の日／ライトダウン行

　　　　　　　　　　　  動」への参加

１２．２００９「連合東海ブロック政策研究集会」への参加

　について

　　日　　時：２００９年７月６日（月）１３：３０

　　　　　　　　　　　　　　～７月７日（火）１１：４０

　　場　　所：全トヨタ労連研修センター「つどいの丘」

１３．「部落解放をめざす愛知研修会」第３３期部落解放

　講座への参加要請について

　　日　　時：２００９年７月７日（火）１０:００～１６:００

　　場　　所：愛知県勤労会館　大ホール・小ホール

１４．「北方領土返還要求運動の標語募集」の協力につ

　いて

１５．就職差別廃絶の取り組み強化について

【議　　事】
１．西尾市長選挙の候補者推薦について

　　投・開票日：２００９年７月５日（日）

　　推薦候補者：榊原　康正（さかきばら　やすまさ）

　　　　　　　 〔無所属・新人〕

２．「首長選挙の手引き」の制定について

　　過去の首長選挙の反省を踏まえ、連合愛知５１万

　人の総力を結集し、万全の体制で選挙に取り組み、

　必勝を期すため手引きを制定する。

３．女性委員会街宣行動の実施について

　　日　　時：２００９年７月１３日（月）１８:００～１９:００

　　場　　所：栄周辺

エーコ



合愛知の要請に基づき、三河西地協の三役・幹

事と政策推進議員の協力のもと、４月７日（火）に

刈谷街頭において、

働く意欲のある

仲間のための「雇

用と就労・自立支

援のためのカン

パ」を地域の皆

様に呼びかけ

ました。今回

の主旨に賛同

いただいた地

域の方から、善

意のカンパ金

をいただくこ

とができました。
カンパを呼びかける参加者 街頭活動風景

河西地

協は、５

月９日（土）、刈

谷市産業振興

センターにお

いて「２００９メ

ーデーフェス

タ」を開催し

ました、式典には、碧海５市の市長をはじめ関係諸団体

の来賓や各級議員、さらには構成組織組合員とその家

族など、およそ５００名が集いました。式典後は、「マギー

審司ショー」

や「工作コー

ナー」などの

催しを行い、

会場内は多く

の笑顔であふ

れていました。

　三河西地協は、安城市・刈谷市・知立市・碧南市・高

浜市に所在する７０組織・およそ７０,０００人の組合員

で構成されています。活動の方針として「Ⅰ．ゆとり

ある豊かな地域づくり」「Ⅱ．政策・制度の実現に向

けた取り組み」「Ⅲ．組織運営の充実・強化」「Ⅳ．社会

性ある開かれた運動の実践」を柱に、日々地協活動

に取り組んでおります。

マギー審司ショーで参加者は大喜び

あいさつに立つ今泉代表

河西

地協

は、これま

でも政策協

定を結んで

いる市長と

定期的に意

見交換をしてきており、今回は５月１４日（木）安城市役所

において安城市長との懇談会を行い、三河西地協の代

表をはじめ地協連携議員と安城地区の三役も参加し、我々

の目指す政策実現に向けて懇談をしました。懇談では、

組合員の市民生活や勤労の実態と安城市の今後の取り

組みや施策などについて、活発な意見交換を行うこと

ができました。政策実現に向け、活発に意見交換


